
 

５月２７日の降ひょうによる農作物等の被害状況（概況報告） 

 

 

１ 被害総額  ９２６，２２６千円 

 

２ 農作物の被害状況 

  被害金額：７０８，１７２千円（うち平年比 30％以上減収ほ場の被害金額：６４８，８３２千円） 

  被害面積：９３０．２ｈａ（うち平年比 30％以上減収ほ場の被害面積：８００．２ｈａ） 

 おもな農作物別被害状況 

作物名 被害金額（千円） 被害面積（ha） 被害市町村 

二条大麦 ２１３，５１５ ５０３．８ 館林市、明和町、千代田町、大泉町、邑楽町 

小麦 １４６，７３７ ２７６．１ 館林市、板倉町、明和町、千代田町、邑楽町等 

なす １３２，２７４ １５．０ 館林市、板倉町、明和町、千代田町、邑楽町等 

にがうり ７７，６２７ １４．２ 館林市、板倉町、明和町、千代田町、邑楽町等 

キャベツ ５３，８１６ ２９．１ 沼田市、昭和村、館林市、板倉町、邑楽町 

 

３ 農業用施設の被害状況 

  被害金額：２１８，０５４千円 

  被害戸数：１７６戸（うち 10万円以上の被害を受けた被害戸数：１７５戸） 

 施設別被害状況 

施設の種類 被害金額（千円） 被害戸数（戸） 被害市町村 

園芸施設 ２１８，０５４ １７６ 富岡市、館林市、板倉町、明和町、邑楽町 

 ※被害金額は、ビニール等の被覆資材を全面張り替える場合の金額をベースにしたものです。 

 

４ 今後の対応 

（１）被害状況の詳細な調査を進め、市町村、農業団体等の関係機関と十分連携の上、被害状況の確定を

行います。 

（２）確定の結果、被害が農災条例の基準を超えた場合、条例を適用し、市町村と連携して樹草勢回復や

病害虫防除などのかかり増し経費等への助成を行います。 

（３）引き続き、被害農家に対して、被害状況に応じた病害防除、施肥等の栽培管理指導を行います。 

 令和 4年 5 月 27 日の夕方から夜にかけて、東部地域を中心に県内各地で降ひょう

があり、農作物・農業用施設に被害が発生しました。 
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